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サービスグラントの2011年度のチャレンジは、これまで東京を舞台に試行錯誤を通じて構
築してきた仕組みを、国内の様々な地域で実際に試してみる、ということでした。 

 

関西事務所の立ち上げ、ふるさとプロボノ、そして、国内各地におけるプロボノ・コーディ
ネート人材の育成。こうした動きを通じて、プロボノの輪を広げていくことに取り組みまし
た。 

こうした動きは、一見、計画的に、実に卒なく成し遂げられているかのようにも映るのかも
しれません。でも、この場でタネ明かしをしてしまえば、関西事務所の運営を通じて、いろ
いろなことを体感し、そのことがヒントとなって、現在の状態が生まれているのであって、
最初からすべてが描き切れていたというわけでは、なかったのです。 

関西事務所を立ち上げてよくよく分かったことは、私たちが直接運営できる拠点は関西まで
が精一杯で、第三、第四の拠点をさらに開くことは到底困難だ、ということです。でも、そ
う感じたとき、その他の地域との関わり方が定まりました。つまり、既に地元のネットワー
クを持ったNPOの皆さんと連携していくのが唯一解である、という方針に到達したのです。 

 

サービスグラントは、東京・関西ではプロボノプロジェクトの実運営を担う組織として振る
舞いながら、それ以外の地域との関係においては、プロボノを動かすためのプログラム（仕
組み）そのものを提供する存在として、自らの団体を再定義することになりました。 

折から、NPO法ができて十数年が経過した現在、日本各地の中間支援組織は、より成熟した
NPO支援の手法が求められる時期に差し掛かっていると言えます。サービスグラントは、既
存のNPO中間支援組織が、これまで築いてきた実績やネットワークの基盤の上に導入するこ
とができる新しいNPO支援手法として、日本各地で動き始めています。 

 

こうした地域への展開の中で、2011年度は、サービスグラントそのもののキャパシティを
高めるという挑戦でもありました。事務局スタッフはパートタイムを含め6名と、昨年度の
倍以上に増えましたが、一人ひとりのスタッフには、それなりの負荷をかける形でプロジェ
クトに取り組んだように思います。プロジェクトに関連してトラブルが発生すれば、負荷は
さらにいっそう高まり、重苦しい時期もあったように思います。 

そうした中、ちょっと地味な話ですが、今年度の成果の一つに、事務局スタッフのためのマ
ニュアルが整備されたことがあります。これによって、事務局の業務を標準化するための土
台が築かれました。プロジェクトで発生した課題は、マニュアルへと落とし込まれ、運営の
改善へとつなげていく、そうしたサイクルも、少しずつ回り始めてきたように思います。 

 

このように、2011年度のサービスグラントは、いろいろなことにチャレンジし、その中か
ら学んだことをヒントに次に生かそうと努めてきたように思います。その出来が及第点をい
ただけるものかどうかは、いろいろな視点によって、異なる判断が下されるでしょうが、そ
うした評価の数々も、すべて自分たちの鏡と捉えていくべきでしょう。 

いずれにしても、アクションとリアクションを繰り返すダイナミズムがあるからこそのサー
ビスグラントであって、そうした行動様式は、これから先も忘れないような組織でありたい
と思います。 

 

 

特定非営利活動法人 サービスグラント 

代表理事 嵯峨 生馬 

2011年度の総括 



1｜サービスグラントの概況 

27件 

採択件数 
 

前年比 
+6件 

2011年度支援先一覧＜東京エリア＞（敬称略・50音順） 

＜ウェブサイト＞ 

NPO法人 アサザ基金 NPO法人 TENOHASI 

NPO法人 エンパワメントかながわ 環境文化NGO ナマケモノ倶楽部 

NPO法人 キズキ NPO法人 日本学生ボランティアセンター 

NPO法人 芸術家のくすり箱 NPO法人 野沢３丁目遊び場づくりの会 

NPO法人 原子力資料情報室 NPO法人 ピッコロ 

NPO法人 自然体験活動推進協議会 NPO法人ブリッジフォースマイル 

NPO法人 スペシャルオリンピックス日本・東京 NPO法人 労働相談センター 

社会福祉法人 筑波会 

＜印刷物＞ 

NPO法人 日本ケアカウンセリング協会 NPO法人 ぱれっと 

＜業務フロー設計＞ 

NPO法人 自立化支援ネットワーク NPO法人 ちば市民活動・市民事業サポートクラブ 

公益財団法人 ジョイセフ 社会福祉法人 東京コロニー 

1,182名 

スキル登録 
累計人数 

 
前年比 

+408名 

サービスグラントの提供件数は、年々増加しています。 

2009年度に10件、2010年度に21件、という実績を踏まえ、2011
年度においては、27件のプロボノプロジェクトの立ち上げを実現し
ました。 

 

その内訳は、東京エリアで21件、今年度からスタートした関西エリ
アで6件となります。また、プロジェクトの種類については、ウェ
ブサイト20件、印刷物3件に加え、新規プログラムである業務フ
ロー設計4件が加わりました。 

このように、サービスグラントでは、「エリアの拡大」および「プ
ログラムの拡充」を通じて、サービスグラントの提供機会を広げて
います。その結果、2011年度末のプロジェクトの累計件数は81件
となりました。 

また、サービスグラントにスキル登録をいただいたプロボノワー
カーについては、2011年度、新たに408名を数えました。2011年
度末時点での累計のスキル登録者数は1,182名に上り、2010年度
とほぼ同様の伸びとなりました。 

 

サービスグラントでは、毎年、より多くのNPOのニーズに応えるべ
く、プロジェクトの実施件数増加を進めていますが、ご登録いただ
いたプロボノワーカー皆さまに参加の機会をご提供できていないこ
とも事実です。今後も、1つでも多くのプロボノプロジェクトの立
ち上げを通じて、プロボノワーカーとその力を必要とするNPOとの
マッチングを進めていきたいと考えています。 
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（図１）提供成果物の種類内訳 

（図2）スキル登録者数の推移 

※ 関西エリアの支援先一覧は、次ページをご覧ください。 
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関西事務所を設立、第1期プロジェクトをスタート 

サービスグラントにとって2011年度における最大のチャレンジは、
これまで東京を拠点に行ってきたプロボノプロジェクトの運営を、
関西という新しい地域で立ち上げ、軌道に乗せることでした。 

 

関西エリアでは、今年度に先立ち、2010年10月に「プロボノフォ
ーラムOSAKA 2010」を開催しました。この場に、関西一円でプロ
ボノに関心を持つ147名の皆さまにお集まりいただいたという実績
が、関西エリアにおけるサービスグラント立ち上げの原動力となり
ました。 

 

2011年1月からは、大阪市内で複数回にわたる説明会（プロボノワ
ーカー向け・NPO向け）を開催し、参加の呼びかけを行い、多数の
社会人およびNPO関係者の皆さまにお集まりいただくことができま
した。その結果、2011年度当初より、第1期・6件のプロボノプロ
ジェクトの立ち上げが実現するに至りました。 

 

関西エリアにおける第1期には、東京のプロジェクトに負けず劣ら
ず、個性的でバイタリティあるプロボノワーカーが集いました。こ
うした皆さまの交流を図るべく、5月・8月に2回の「プロボノワー
カーLOUNGE」などの開催や、11月の「プロボノフォーラム
OSAKA 2011」における成果発表と交流の場づくりなど、プロジェ
クト活動以外にも様々な交流の機会を設けさせていただきました。 

 

関西エリアにおけるプロボノプロジェクトの運営を通じて、サービ
スグラントの手法が東京以外の他地域においても十分に適用可能で
あること、と同時に、サービスグラントの水平展開のためには、事
務局が蓄積したノウハウの明文化・マニュアル化が必要であること
など、事務局運営にとってもさまざまな学びを得る機会となりまし
た。 

 

2011年12月からは、関西エリアに専従スタッフ1名を配置し、
2012年度からは、東京エリアと同じ運営サイクルによる本格運営へ
と移行します。関西エリアにおけるプロボノの浸透はまだこれから
という面もあり、当面は地道なネットワーキングを継続していくこ
とになりますが、今後も、プロボノの種をまき続けていきたいと考
えています。 

2011年度支援先一覧＜関西エリア＞（敬称略・50音順） 

＜ウェブサイト＞ 

NPO法人 チャイルド・リソース・センター NPO法人 花と緑のネットワークとよなか 

NPO法人 ニッポンバラタナゴ高安研究会 財団法人 箕面市国際交流協会 

NPO法人 ノーベル 

＜印刷物＞ 

NPO法人 日常生活支援ネットワーク 

受益者へのヒアリングを通じてニーズの
聞き取り調査を行う（ノーベルチーム） 

NPO法人ノーベルのリニューアル後の
ウェブサイト 

プロボノチームからNPOへの提案ミー
ティング（花と緑のネットワークとよな
かチーム） 

プロボノワーカーが集う交流会「プロボ
ノワーカーLOUNGE」も開催 

サービスグラント関西エ
リアの初年度の設立・運
営には、日本財団の助成
をいただきました。 



各地の中間支援型NPOと連携 ～ プロボノ実現に向けた準備 

2011年度は、サービスグラントのモデルを他地域に展開する準備の
年ともなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プロボノコーディネート人材育成研修プログラムの開催 

中間支援型NPOとの連携においては、それぞれのNPO内部にプロボ
ノの運営ができる人材が不可欠です。 

 

こうした中間支援型NPOの人材育成のプログラムとして、サービス
グラントでは「プロボノコーディネート人材育成研修プログラム」
を新規に立ち上げ、約1ヵ月間にわたり、渋谷のサービスグラント
事務局における実践的な研修プログラムを開始しました。 

 

プロボノワーカーの募集、NPOの審査、プロジェクトの立ち上げ、
進行管理、アセスメントに至るまでの、プロボノの事務局運営の一
連のプロセスを体得し、2012年度からは、いよいよ各地域でプロボ
ノプロジェクトが立ち上がろうとしています。 

 

「ふるさとプロボノ」の試みがスタート 

プロボノワーカーの獲得が難しいような小地域に、大都市からプロ
ボノチームが応援に駆けつける、遠隔地型のプロボノプロジェクト
「ふるさとプロボノ」も、今年度の新しい取り組みの一つです。 

 

2011年度は、兵庫県豊岡市および北海道下川町という2つの自治体
を対象に、それぞれ「コウノトリと環境」「環境未来都市」という
自治体を代表する看板施策に関する自治体のウェブサイト・リニュ
ーアルを、プロボノによって支援するという、日本初の取り組みを
実現しました。これらの実績は、自治体や地域づくりにおけるマー
ケティングや情報発信にもプロボノが寄与できることを証明するも
のと言えそうです。 

日本各地に広がるプロボノへの関心と実践 

各地域でネットワークを持つ既存の中間支援型NPOと
の連携により、地域におけるサービスグラントの導入
を進めています。 
2011年度は、広島県・佐賀県において、プロボノの立
ち上げに向けた準備作業に着手しました。県内NPOに
対するヒアリングを通じたニーズ調査、セミナー・勉
強会等の開催を通じた地元企業人・社会人等のネット
ワークづくり、行政・中間支援型NPO・サービスグラ
ントの三者による度重なる協議を通じて、各地域にお
けるプロボノプロジェクト立ち上げに向けた準備を進
めました。 各地域の中間支援型NPO・行政・サービスグラントの連携イメージ 

研修に参加したさが市民活動サポートセ
ンターの中村直子さん［左］と、ひろし
まNPOセンターの松村渉さん 

全国で初めて、プロボノチームが自治体
の公式サイトの構築を行った、兵庫県豊
岡市「コウノトリと育む」コーナー 

http://www.city.toyooka.lg.jp/ 



幅広いNPOニーズに応える新規プログラムの開発 

サービスグラントでは、2005年の活動開始以来、ウェブサイトを主
軸として、NPOの情報発信・マーケティングに関する支援プログラ
ムを提供してきました。ウェブサイトやパンフレットは、NPOのニ
ーズも高いと同時に、成果が目に見えやすく、プロボノの効果を実
感しやすい成果物と言えます。これまでサービスグラントによって
構築されたウェブサイトは、さまざまなプラスの反応を生み出し、
NPOの寄付者・支援者・協働企業等の拡大に寄与してきました。 

 

一方で、ウェブサイト等の構築は、NPOが抱える課題の一部でしか
ありません。実際に、サービスグラントで応援させていただいてい
るNPOの皆さまからは、情報発信・マーケティング以外にも、さま
ざまなニーズがあることをお伺いすることがありました。特に、
NPOとしての活動実績が蓄積してきた団体においては、事業基盤を
いかに強化し、事業の方向性をどのように見定め、組織をどのよう
にマネジメントしていくか、が大きな課題となっています。 

 

NPO法が成立して10年余を経た現段階の日本のNPOが置かれたこう
した状況に応えるようなプロボノプログラムが求められています。
そこで、2011年度、サービスグラントでは、NPOの「情報発信支
援」に続く第二の柱として「事業基盤整備支援」という分野を設定
し、新たに2種類のプロボノプログラムを構築しました。 

 

業務フロー設計サービスグラント 

「事務局長など一部のスタッフに負荷が集中している」「業務の生
産性を高め、組織の足腰を鍛えたい」などのニーズを抱えるNPOを
対象に、NPOにとって重要性の高いステークホルダーとの関係づく
りに関わるコミュニケーションを中心とした業務を整理し、適切な
情報発信や効率的な対応業務を実現するために業務フローを改善す
る提案を行い、必要な業務ツール類（帳票、メールのひな形、簡易
マニュアル、データベース等）を制作するプログラムです。 

業務フロー設計サービスグラントは、日本マイクロソフト株式会社
との協働により、2011年度第4期から試験的にスタートしました。 

 

事業計画立案サービスグラント 

一定の活動実績を蓄積しているNPOで、今後の活動の方向性を、外
部の客観的な視点を取り入れながら検討していきたいというNPOを
対象とするプログラムです。NPOの事業環境を幅広く把握して客観
的に分析した上で、社会的課題をめぐるさまざまな外部環境の変化
に対応しながら、いかにして社会的課題の解決に寄与していくべき
かを中長期的な視点で検討し、3〜10年単位の将来に向けた事業方
針と、具体的なアクションを提案するプログラムです。 

事業計画立案サービスグラントは、2012年度からスタートします。 

 

ウェブサイト 

印刷物 

業務フロー設計 

営業資料 

プログラム運営 
マニュアル 

事業計画立案 

外部環境を客観的に分析して、ど
のように外部環境に対応し、社会
課題の解決に寄与していくべきか
を中長期的な視点で検討し、事業
計画を提案 

情報発信支援 

業務基盤整備支援 

必要な情報を読み手の視点に立っ
て整理し効果的に情報を伝えてい
く機能性と、デザイン性を兼ね備
えたウェブサイトを構築 

さまざまなステークホルダーに向
けてNPOの活動を効果的に伝えて
いくため、必要最小限の言葉とビ
ジュアル要素から成る効果的なパ
ンフレットを制作 

企業との連携・協働の実現に向け
て、企業へのアプローチ手法の検
討や、企業に魅力を感じていただ
けるような提案内容の検討を踏ま
えた営業資料を作成 

業務を整理し、適切な情報発信や
効率的な対応業務を実現するため
に業務フローを改善し、必要な業
務ツール類を制作 

一部の限られたスタッフのみがノ
ウハウを持っている業務を整理し
「マニュアル」を制作。業務効率
の向上や新人スタッフ等に活躍の
機会を広げ事業を水平展開してい
く基盤整備を支援 

サービスグラントの 
提供プログラム一覧 

新プログラム「事業計画
立案サービスグラント」
の構築には、日本財団の
助成をいただきました。 



2｜広がる企業との協働 － サービスグラントへの参加・支援 

NPOに対して無償でプロボノサービスを提供するサービスグラント
の事業運営には、企業の皆さまとの連携・協働が不可欠です。 

サービスグラントの枠組みを最大限有効に活用し、CSR活動の一環
として、社員ボランティアの機会として、サービスグラントにご支
援・ご参加いただいた企業の皆さまをご紹介させていただきます。 

 

パナソニック株式会社 

パナソニック株式会社では、NPOの組織基盤強化を支援する助成プ
ログラム「Panasonic NPOサポートファンド」を創設し、これまで
に197件のNPOに対し、累計2億3千万円の助成を行ってきました。
こうした助成の実績をもとに2011年度にスタートした「Panasonic 
NPOサポート プロボノ プログラム」では、過去に支援実績のある
NPOに対し、パナソニック社員からなる「社員チーム」を構成した
り、または、他のプロボノワーカーとともにサービスグラントにご
参加いただき、東京・大阪で合計4団体をご支援いただきました。 

 

株式会社 三井住友銀行 

株式会社三井住友銀行は、CSR活動の一環として、関西エリアにお
けるサービスグラントの設立に貴重なお力添えをいただきました。 

関西エリアのプロジェクトに対するご協賛、ならびに、同行本店に
おける行員向け説明会の開催等を通じた行員の皆さまのプロボノ参
加の呼びかけなどを通じて、関西エリアで、特に経済活性化につな
がるNPOを支援するサービスグラントにご参加いただきました。 

また、2012年度に向けて銀行員の皆さまにより適した新規プログラ
ムの検討にも着手しました。 

 

日本マイクロソフト株式会社 

日本マイクロソフト株式会社は、企業市民活動の一環として、NPO
に対する基盤強化のためのプログラムを継続的に推進しています。 

同社では、今年度の新しい取り組みとして、社員の皆さまが持つIT
スキルと、ITを活用した効率的なワークスタイル、ボランティアに
対する前向きな社風を活かしたプロボノプログラムとして、NPOの
業務基盤強化のための新プログラム「業務フロー設計サービスグラ
ント」をサービスグラントと協働で企画・開発し、4団体のNPO等
を支援するパイロットプロジェクトをスタートさせました。 

 

ＵＢＳグループ 
（UBS証券株式会社、UBS銀行東京支店、UBSグローバル・アセット・マネジメント株式会社） 

UBSでは、教育とアントレプレナーシップの2分野で、地域非営利
団体とのパートナーシップを通じて、社員が参画してそのスキルを
活かした社会貢献活動を行っています。 
同社が支援する3つのNPO法人・児童養護施設にサービスグラント
としてプロボノプロジェクトを実施しました。 

「ニッポンバラタナゴ高安研究会」を支
援するパナソニック社員チームの皆さ
ま。同団体は、チームの支援後、ユネス
コの未来遺産にも登録されました。 

三井住友銀行の行員の皆さまは、関西エ
リアの3チームに参加。NPOが抱える課題
の整理と課題解決に向けた提案を中心に
ご参加いただきました。 

日本マイクロソフト社員によるプロボノ
を機会に、支援を受けたNPO側には、業
務改善に対する意識が急速に高まりを見
せています。 

UBS様からは、児童養護施設「筑波愛児
園」をはじめ、3団体を支援するプロボノプ
ロジェクトに支援をいただきました。 



広がる企業との協働 － 独自プログラムの構築・運営 

サービスグラントで培われたプロボノプロジェクトの運営ノウハウ
を活用し、支援の対象・内容・方法等を企業ごとにアレンジした
「独自プログラム」の運営にも携わっています。 

 

日本電気株式会社 

若手社会起業家育成のためのプログラム「NEC社会起業塾」から輩
出された起業家を対象に、社員がプロボノによる支援を行う「NEC
社会起業塾ビジネスサポーター」の第2期が行われました。 

今期は、昨年より1件多い3件の支援先を対象に、ITコンサルティン
グ・サービスを提供。途上国の環境や人権に配慮したエシカルジュ
エリーを販売する「HASUNA」に対しては、顧客管理および商品管
理のシステム導入のためのコンサルティングを提供するなど、社会
起業家がさらなる飛躍を果たすための基盤整備を支援しました。 

 

ゴールドマン・サックス 

2010年度に実施した第一期に続く、今年度のゴールドマン・サック
ス プロボノ・プロジェクト第二期では、被災地支援活動に取り組む
3団体のNPOを対象に支援を提供しました。 

約半年間のプロジェクトのうち、前半は、社員プロボノチームが現
地視察やヒアリング、文献調査、チーム内ディスカッションなどを
通じて、ファンドレイジングや人材育成など、NPOが直面する課題
の解決に向けた戦略提案を実施。後半は、戦略提案に沿ったかたち
で、NPOの運営基盤強化につながるツールの作成や研修プログラム
の提供を行いました。 

 

日本アイ・ビー・エム株式会社 

日本アイ・ビー・エム株式会社では、米国のIBM Corporationが
100周年を迎える2011年を記念して、前年以来、東京を拠点に取り
組んできたプロボノ活動を全国展開し、名古屋・大阪・広島・福
岡・札幌の5拠点で、地域のNPOを対象とするNPO計7団体を支援す
るプロボノプロジェクトを始動させました。 

同社のプロボノの大きな特徴の一つが、支援先NPOとのディスカッ
ションを通じて支援内容を確定させていくプロセスです。NPOとの
白熱したディスカッションを通じて課題の根幹に迫りながら、支援
先がいま最も必要とする支援を見定めていきます。 

課題の発見、解決のための枠組みづくり、そして、解決策の提案ま
での一連のプロセスを通じて、同社社員の皆さまの高い課題解決力
が発揮される、力強いプロボノ支援となっています。 

「エシカルジュエリー」を取り扱う社会
起業家HASUNAを応援するNEC「ビジネ
スサポーター」の皆さま。支援先からは
「今後10年、20年の礎を築いてくださっ
た」と御礼をいただきました。 

支援先NPOの課題を冷静に分析し、支援
先が実現可能な解決策を提案するゴール
ドマン・サックスのプロボノ。写真は女
川や大槌に教育施設を立ち上げた「NPO
カタリバ」チームの皆さま。 

IBMプロボノチームとNPOとは、約4ヵ月
間にわたり、2週間に1回のミーティング
を重ねてプロジェクトを進行。写真は福
岡のNPO「アジア太平洋こども会議」へ
の提案ミーティングの様子。 



3｜プロボノに関する広報活動 

プロボノフォーラムOSAKA 2011 
【2011年11月23日 中之島デザインミュージアムにて開催】 

2010年10月に大阪でプロボノフォーラムが開催されてから1年弱。
前回のフォーラムとの最大の違いは、イベントの主役が地元・大阪
のNPOとプロボノワーカーとなったことです。 

2011年度にスタートした関西エリア第1期に参加したNPOとプロボ
ノワーカーを中心に、120名の熱気あふれる来場者を集めた今年度
のプロボノフォーラムOSAKAでは、プロボノワーカーの体験談、6
団体のNPOによる連続プレゼンテーション、さらには、企業のCSR
とプロボノ、被災地支援とプロボノ、Skype中継による中国におけ
るプロボノ最新事情など、盛りだくさんの内容となりました。 

フォーラム後は1階のカフェエリアを使って第1期の各チームの労を
ねぎらう懇親会・交流会も開催。大阪におけるプロボノ1年目の手
応えを、来場した一人ひとりが実感するイベントとなりました。 

 

 

プロボノ×地域づくりフォーラム 
【2011年11月 3日 全国町村会館にて開催】 

自治体・地域づくりにおけるプロボノの可能性を考えるフォーラ
ム。 

法政大学の岡崎昌之教授による基調講演と、兵庫県豊岡市・北海道
下川町・神奈川県かながわ県民活動サポートセンターという3つの
行政機関におけるプロボノ導入事例紹介を行いました。 

自治体職員・官公庁関係者をはじめ、80名を超える来場者が集ま
り、地域におけるプロボノの可能性、そして、プロボノにとどまら
ない地域づくりの在り方をめぐる中身の濃い議論に耳を傾けまし
た。 

会場には120名が集まり、熱気に
満ちたイベントになりました。 

地域づくりにおけるプロボノの可
能性をテーマとしたパネルディス
カッションに、来場者も熱心に聞
き入っていました。 

イベント終了後の懇親会にも多数
の方が参加しました。 



4｜情報発信実績 

書籍『プロボノ ～ 新しい社会貢献 新しい働き方』 
【2011年4月20日 勁草書房より刊行】 

国内初の「プロボノ」をテーマとする書籍として、2011年4月20日
に勁草書房から刊行されました。 

書籍の内容は、プロボノという言葉の解説に始まり、NPOのプロボ
ノに対するニーズ、企業人・プロボノワーカーの分析を踏まえた
後、プロボノプロジェクトの具体的な運営方法、そして、プロボノ
の中長期的可能性など、プロボノを巡る総合的な議論を展開してい
ます。 

プロボノに関心を持つNPO・ビジネスパーソン・行政関係者・研究
者など、幅広い人に読んでいただける内容として、2011年度末には
第3刷の発行が決定しています。また、2012年2月には、韓国語版
が出版され、韓国内でも「プロボノ」に対する関心が急速に高まっ
ています。 

 

 

新聞・雑誌等掲載実績 
2011年度は、企業との協働事例や関西エリア、その他の地域での 
取り組みを取り上げていただきました。 
新聞19件、雑誌・専門誌10件の情報発信実績となりました。 

▼COMVO 2012年1月号 

▼中國新聞 2012.2.11 

▼読売新聞（大阪・夕刊）2011.8.9 

韓国語版も 
2012年2月に刊行！ 

新聞 

【全国紙】 
 
◆読売新聞（大阪版・夕刊）2011年8月9日 
◆読売新聞 2011年9月30日 
◆日本経済新聞 2011年11月12日 
◆朝日新聞 2011年11月20日 
◆日本経済新聞 2011年12月５日 
◆読売新聞 2011年12月7日 
 
 
【地方紙】 
 
◆日本海新聞 2011年5月29日 
◆中部経済新聞 2011年5月30日 
◆長崎新聞 2011年6月2日 
◆日経産業新聞 2011年9月22日 
◆納税新聞 2011年11月14日〜12月19日（5回連載） 
◆日刊自動車新聞 2012年2月4日 
◆中國新聞 2012年2月11日 
◆繊研新聞 2012年2月21日 
◆名寄新聞 2012年3月22日 
 

※全国紙で特に記載のないもの以外は全国版・朝刊です 

雑誌 
専門誌 

◆「ソトコト」 2011年4月号No.142 
◆日本行政 2011年5月 No.462 
◆月刊ガバナンス 2011年5月号 No.121 
◆労働基準広報 2011年5月11日号 No.1713 
◆日立ソリューションズCSRNewsletter 2011年7月vol.7 
◆広報東広島 2011年8月１日発行 
◆週間教育資料 2011年8月15日号 
◆メセナnote 2011年9月15日発行 
◆d-labo  2011年9月30日発行 
◆大阪市社会福祉協議会「COMVO」2012年1月号 



5｜理事より 

生駒 芳子［理事］ファッションジャーナリスト 

プロボノは、この２１世紀、社会や産業におけるスタートアップ・エネルギーとして、またコ
ミュニケーションやクリエイションの潤滑油として、大きな役割を担い始めています。 
過去は変えられないけれど、未来は自由に構築できる！ 
志と情熱、思いやりとインスピレーションによるプロボノ・アクションで、未来をクリエイ
ティブに、ダイナミックに創造して行きましょう！！！ 

 
川渕 恵理子［理事］株式会社イデー 常務取締役 

不幸にも東日本大震災という大きな災害を経験した2011年は、あらためて日本各地で多くの
個人が、社会に対して何か貢献したいという思いを抱いた年でした。 
ここのところサービスグラントの活動は、企業との協働やふるさとプロボノのスタートなど、
その理念や方法論を様々な文脈のなかで発展的に活用していこうという流れが顕著になってき
ていますが、プロフェッショナルスキルを効果的に社会の諸問題の解決に還元していくという
コアを軸に、そうした個人の思いを実際の力に変える役割を担っていければと考えています。 

 
中野 宗［理事］株式会社アークウェブ 代表取締役社長 

最近こんな文章を読みました。「世の流れは『私』と『公』の間を振り子のように行き来し、
今また後者への動きが強まっている」。数年前「プロボノ」という言葉は感度の高い人だけの
ものでしたが、最近ではNPOはもちろん企業へ、地方へと、言葉と概念がまるで自律的に浸
透をはじめたかのようです。その素地づくりに、サービスグラントは重要な役割を果たしまし
た。確立されてきた場で、さらに先駆的なモデルを創造していきましょう。 

 

金子 和夫［理事］金子和夫事務所株式会社 代表取締役 

わたしは25年勤めたシンクタンクを退職して、今年、地域ブランド・コンサルタントとして
独立しましたが、周囲には同じようなシニア・ワーカーがたくさんいます。 

一人になってみて、いろんな人と、自由に協働できることが楽しくてしかたがありません。 

サービスグラントで、そんなシニア層のプロボノを支援していきたいですね。 

 

奥山 俊一［特別顧問］株式会社日本総合研究所 特別顧問 

皆さんの努力で益々活動がダイナミックに進展し喜ばしい限りです。 
サービスグラントのプロボノ活動にヒントを得て、念願のシニア世代のプロボノ活動のビジネ
ス・モデルを模索する「プラチナ・ギルドの会」が動き始めました。 
 
アクティブ・シニア、動き出す。 
アクティブ・シニアが、面白くなってきた。 
アクティブ・シニアが面白い。 
 
乞うご期待！ 

 

吉岡 直樹［監事］合同会社アンプラグ 代表取締役社長 

プロボノの可能性が高まっている。以前プロボノを語るとき、プロボノワーカー側にウエイト
をおいて、新しい社会人生活の楽しみ方、のようなものがその中心だった。今は民間行政問わ
ず、プロボノを活用して現状突破したい、しなければすすめられない、といった雰囲気を感じ
てしまう。 

牧歌的フェーズは過ぎ、「新しい公共」の真の実践行動においてその期待は日に日に高まるば
かりです。そしてますます活動範囲が広範囲になっていくと思います。複合的で立体的な対応
が求められてくるでしょう。 

 

※代表理事・嵯峨のメッセージは、1ページ「2011年度の総括」をもって代えさせていただきます。 



6｜会計報告 

［特定非営利活動に係る事業 会計収支計算書］ 
（単位：円） 

 [経常収支の部] 

  【経常収入】 

     事業収入 

      ① サービスグラントの提供事業 8,246,585 

      ② 普及・広報事業 3,276,110 

      ③ コンサルティング事業 21,204,490 

     正会員会費収入 55,000 

     寄付金収入 42,390 

     受取利息収入 6,784 

        経常収入 計 32,831,359 

  【事業費】 

     人件費 14,555,000 

     外注費 3,935,430 

     会議費・交際費 558,670 

     旅費交通費 4,188,987 

     通信運搬費 22,250 

     消耗品費・新聞図書費 81,375 

     印刷製本費 666,671 

     租税公課 4,700 

     支払手数料 498,519 

     雑費 51,533 

         事業費 計 24,563,135 

  【管理費】 

     人件費 3,409,150 

     法定福利費・福利厚生費 716,859 

     荷造運賃 19,460 

     会議費・交際費 37,182 

     旅費交通費 189,600 

     通信運搬費 204,895 

     消耗什器備品費・修繕費 421,454 

     水道光熱費 33,862 

     広告宣伝費 44,112 

     支払手数料 435,419 

     地代家賃・保険料 2,842,008 

     租税公課 82,400 

     減価償却費 42,666 

     雑費 19,500 

         管理費 計 8,498,567 

         経常収支差額 -230,343 

[その他資金収支の部] 

  【その他資金収入】 

         その他資金収入 計 0 

  【その他資金支出】 

         その他資金支出 計 0 

            当期収支差額 -230,343 

前期繰越収支差額 1,722,317 

次期繰越収支差額 1,491,974 

2011年度のサービスグラントの財政規模は3283万円となりました
が、関西事務所の設立や日本各地への展開に伴い、旅費交通費など
が大きく膨らみ、最終的に23万円弱の赤字決算となりました。 

2009年度以来ご支援をいただいた日本財団の助成金は今年度限りと
なり、2012年度以後は、ますます、企業および行政との協働プロ
ジェクトを通じた資金調達が生命線となります。 

また、寄付金・会費収入など個人の方からの支援を得るためのサ
ポーター制度の構築や、認定NPO法人の取得なども、今後サービス
グラントが取り組むべき必須課題です。 








